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①知識の獲得､②相鋸酬J'1号｡合意の形成､③実践研修 (行動)､④lJI己 雄 三1互 評価 (振り返り)のうちの第 3段階に
既に到達しており､現fiは第4段階にあって､FD活動とその効果に関する振り返りをいかにするか模索 している状
態である (本稿において､FD活動としての公開授業とは､授業改善の議論をするための検討材料として､通常の講






































このような活動と平行 して､平成10年度から13年度にわたり筆者が開講した講義科E~】､すなわち､PL法 Bll々 のく
















わが匡=こおいては､研究に重点を置きがちな大学教員に対 し て ､教育にも力を注 ぐように啓発する組織的期活動であ











に講師を措いて講演会を開催 し､できる限 り多 くの本学教員にFDについての理解 と協力を求め､FDの推進を図る
ことを試みてきた｡ しか し､平成12年度は本学の教員を中心にフォーラム ゆシンポジウム ｡ワークショップという形
式をとってFDプログラムを開催 した｡そ して公開授業は平成11年度 ｡12年度共 に5回ずっ実施 し､平成13年度は13
回程度を予定 しているO
とりわり､公開授業の実施は､全国の国 ､Z/大学の中で3番Eは いう早さであり､和歌山大学 は3号凋;で構成される
比較的小規模の大学でありなが ら､上述のように3年間で22回を数えることとなり､他の高等教育機関か ら極めて高
く評価されてお り ､ 大 学 教 育 研 究セ ンタ-のようなFDに関する専門の組織の無い大学 としては トップクラスに位置
づけられている｡
また､判 或 12年度本学にて実施 した 3FH匠)FDプログラムの主要 メンバーは､本学の教員で構成 されており､平成
1川二度までのように他大学等か らのケス ト8コメンテーターが申 し､というのではなく､まさに本学 自前のFD活動を
展開するようになってきている｡ この和歌山大学のFD活動 は典型的な トップダウン方式で行われ､平成10年度はF
D研究会が､判 或】川三度以降はFD推進委員会が中心となって全学的運動を展開 している0
1-1 平成10年度の FD活動
FD研究会は3学部か ら1名ずつ選ばれた委員3名 と､基礎教育運営委員会か ら選ばれた委員 1名､そ しT/13･[:/摘 5
長との計 5名から構成 され､FDとはいかなるものであり､そのためにはどのようなことをすればよいのかという検
討から始めたO和歌E圧大学における組織 としてのFDの開始であり､まさに酔 い模索の始まりであった｡
FD研究会が平成11年4月の和歌山大学FD推進委員会の発足までの 1年 と 1か月の間に行 った主要な活動 として
は､ほぼ11-)1日司開催 したため約 1年の問で13回に及ぶ会合としてのFD研究会や､他大学等ではFDに関 してどん
な活動を Lているのかを調査 したこと､｢FDだより｣ と 『平成10年度和歌山大学FD裾 吉書』を作成 した こと､和
歌山大学FD講演会を開催 したこと､そ Lて ｢和歌l圧ノく学 FD推進委員会規程｣を提案 したことなどをあげることが
できる｡
とりわけ､FD講演会は､和歌山大学における最初のFDプログラムで､神戸大学大学教育研究センタ-の川嶋大
津夫先/日こ講師を依頼 し､判或10年iHH2卜=こ開催した｡和歌山大学の教員にFDを啓発するという立場か ら詰 して
快かつ懇日月 寧なる講演を していたたいた｡
また､他入学ミ狛 こ おけるFT)の調査とLて京都大′､鋸 ,;等教育教授 システム開発センター､神戸大学大学教育研究 セ
ンタ -ー､折潟大′､i･]:大学数百聞発研究セ ンタ-､ メディア教育開発センター､大学セ ミナー ◎-ウス､大学教育学会､
大学 コンソーシアム京机などが主催 したFDプログラムに参加 した｡ 卜記の結果､FDの推進のためにどのようなこ
とをすればよいのか少 しずつわかるようになってきた｡
1-2 平成11年度の FD活動
､竹或11年度か らは､和歌L圧大学におけるFI)をより積極的に進めるために､FD研究 会 を 発 展的に解消 し､和歌山
大学大学教育委員会の 卜に､和歌山大学FD推進委員会が組織されたG 教 育 学部◎経済学 部 ◎システム工学邦からそ
れぞれ2名ずつ､大学教育委員会 ◎基礎教育委員会か ら1名ずっ､委員が選出され､オブザ-バーとして大学教育委
員会委員長でもある学/-損▲粥長が加わり､合計9名でFDに取 り組んだ｡
判或11年度のFJ二)推進委員会の 】:ji活動は､第2ELw桐冊餌 LFD講演会の開催､2r3-から4号の ｢FDだより｣の発
行､『平成1川三度和歌IEL大学 FI〕報誓書』の作成､5回にわたる公開授業及び検討会の実施であった｡
FI〕講演会は､10月20日､京都大学高等教育教授システム開発センターの旧申毎実教授に依頼 し､｢FDe授業改
ま隼の視点---公開実験授業の経験か ら｣のタイ トルの 卜に開催 した｡田中教授は､7'J･成8年より同センターにて公開実
験授業 ｢ライフサイクルと教育｣を担当されており､その経験を和歌山大学で語 っていただいた｡そ して､ この時の
参加者数はこれまでの和歌山大′封 こおけるFDプログラムの中で最多であったo
公開授業 は､筆者が担当 した基礎教育 科 目の ｢日々の くらしと法律｣で､6)]2相 ､10月2日1､11月11ELl1月25




なお､公開授業は授業改善の紺1勺で通常の授業 を 他 の 大学教員の参観 してもらうために公開するもので､大学教員
が 一般の方に勉学の機会を提供する公開講座とは異なる｡さらに､公開授業は､模範講義を提供することが紺】勺では










第2のプログラムとして､11月30日に和 歌th大学FDシンポジウム ｢和犬生の現状を知る- 学生の変化 とFD
- ｣を開催 Lた｡保健管理センター のJt7'･,f哩I.lti大教授が｢和犬生 か ら見た若者の心の病理｣で､和歌山県＼'/_橋本高等
学校の児臣去ミ美 f'一教諭が ｢高校の卿 易から｣､教育学部の市川純夫教授が ｢私見 ◎今の学生をどうとらえるか｣ とい








また､公開授業は､(丑6)jl封】に ｢初'lf日本百科教育法｣を山原泰明数百学邦教授が､② 7)jl8日に ｢経 営i榊 需品｣
｢デザイン惰裡漬習IV｣7掛川或紀システム j_芳二部講ri柚 う､⑤-1竹或i3年 ]月26卜=こ｢精密物質′捌 炎B｣をEi川 珊一彦 シス
テム工学郎教授と大泊賀秀次同学鮎講師が､それぞれ実施された.
D推進委員会の人数を､E/I-1成13年度は12名に､平成】綱 :･度以降 は15裾 こ増員し､今後の折展開を期待することになった｡
1-4 平成13年度の活動
平成13q:一度のFI)推進委員会は､教育学部 ⑳経済学部 ◎システム二十､iI';ELZJ粥からそれぞれ3名ずつ､大学教 育 委 員 会 ◎
基礎教育委員会から1名ずつ､それぞれ要員が選出され､オブザーバーとして大学教育委員会委員長で も あ る 副 学 長
が加わり､合計12名でFDに取 り組んでいる｡
前期 (本稿執/榊 ､1点は､杓或13年9月である)で､第8rl;-の ｢FDだより｣を作成 し､6月8Hと29侶 こ筆者が､6
月13口に江則り】春雄教育学部助教授が､7月1封】に林桂子教育学部助教授がそれぞ れ 公 開 授 業 を 実 施したo後期は､
だより｣の作成や 『平成13年度和歌山大学FD報 誓書』の発行 も従来通り行うことになっている｡
また､他大学でのFDの実施扶況の調杏や､他大学等が実施するFDプログラムへの参加に関 しても従来通りを 予










的に昭り組む者が少ない､参加者数も増えない､ -部 の晋だけが活動 しているため両極化かより-一層進んでいるなど
の難点をあげることができ､これを克服するためにボ トムアップのFDの必要性を痛感し､ ド記のような ｢魅力ある













もずっと少なかった｡授業 ◎出張 ｡会議など､さまざまな原因が考えられるが､全学的にFD弓受業改勘 こ取り組/LJ
でおり､その iつのプ ログラムとして/JLl閏授業 ｡検討会を位置づけているにもかかわらず､そして､これらを開催す












すなわち､Fl⊃推進委 員 会 の 活 動は､紺紬 的活動であるがゆえに､その制約も多々f摘 す るのであって､たとえは
問題意識の帖異や専門の相異そして熱意の佃異など温度差の大きいメンバ-をまとめねばならず､さらに入学全休の
点もある｡
FDの 本 質 を 卜分に結実させるためには､以前よりF]つ推進委員会の活動に協力的な教員を中心に同志を募り､従
来のFD推進委員会で行いきれない活動を展開Lてゆき､大学の教育環境h'吊二に本当の意味で貢献 してゆ く所存で あ っ
て､FD推進の-jE尾形と考えたのである.そのため､教育学郡と経済学[.'ITlSより次の有志の教員が参加 して ｢魅 力 あ
MH9-
京郡大′ljf-[!r,'J/S教櫛(]FJ先議'ユ7I,ヨー
る大学授業を研究する会｣を構成 したのである｡ 教 育学部より､山原 泰明教授亘仲川l春雄助教授 ｡奥仰曝 一教授 ｡
菊川恵三教授 ◎武｢捌券昭教授 ◎冨旧晃彦助教 授 ｡林桂 f一助教 授 ｡Ll｢下晃 -一講師の8名と､経済学部より､遠藤史助教
授 ｡亀L恒IF-'枝助教授 B蔓井輝忠講師そして筆者の4名で､合計12名である｡
実際の活動としては､公開授業を積極的に開催 したり､参観したりし､さらに検討会に参加して魅力ある大学教育
に ついて議論するoそして､その成果をメンバー各自の授業改善にフィー ドバックさせ､従来以 日こ魅力的な大学授
業を学生に提供することを最終i憎実としており､Fl)推進委員会の活動を ｢縦のFD(トップダウンのFD)｣ とす




















判或 13年 度 前 期に開催された公開授業と検討会の開催者 ◎参加者の大雄-･も同様である｡さらに､和歌山大学において





上記のような トップダウンのFDとボトムアップのFDという両面的FD活動を企画 や実践 Lながら､筆者はlJ=】己
の開講科[封こおいてさまざまな角度から授業改善を試みた｡とりわけ､その中L､は京都大学高等教育教授システム開
発センターの公開実験授業とその検討会に触発された双方向性のある講義であるOそれが果たして実践できたか否か









させていただいたO平 成 13年 度 前 期 (執筆時点は平成13年9月)は民法[親族 用 三極‡封こおいて2回の公開授業と検討













第3に､教材を作成するにあたり､コンビュ-タソフトを利用 したことである｡この点に関 して筆者 は幸運であっ
て､経済学郡の共通研究費でコンピュータソフトを購入 してもらうことができた｡個 人 の 教 IrJ:i'研 究 費だけではとても
不 可 能であったO従って､授業改善のためにはかなりの 〕'-算 もかかるということを覚悟 しなければならない｡












の ｢PL法J同様にまとめとつなぎの2種類の小テス トを実施 Lたこと､第 3に､後述する川年目こ及ぶ学生による授














次に､その日の授業のテ-マと受講/I:.に特に伝えたい内容､そして､使用教材と進行 Y,定などを講義案の中 で 明記
した｡講義の進め方に関 しては､従来は頭の中で組み＼'(.てるだけであったが､これをほんの少 し又封 ヒするたけで､








学生による授業評価に関 して､平成10年度以前､筆者は､判 桝で 1◎2回､仁=鉦記述形式で実施していたが､公開
授業実施に際し､平成11年度の前期は3回､後期は毎時間実施 し､特に後期は､メディア教育開発センタ-の通信研
修 r学鮎 こよる授業評価実践｣に参加 し､同センタ-の協力を得て､授業改善を進める 卜で非常に参考になったO
このシステムを利用 した場合､ メディア教育開発センターが用意 した数百のアンケート埴卜iの中から選択 したり､
講義晋が仁油 に質問項目の内容を設定 Lたりすることができ､筆釦 まその中の15項E~1を採用 Lた｡さらに､メディア
教育開発センターから送 られてくるマークシ- 卜用紙には 卜分な余tノ!があり､そこに仁=鉦記述のアンケ- 卜の回答を
書くように求めることもでき､非′勘 こ重宝 した｡
項EHこ関 して大まかに分類すれば､最初は学生に自己反省をさせ､その後で講義古を評価させることにより､冷静
に､言い換えれば第 :_者的に､ 評価させようと試みたのであるOこのアンケ- 卜結果に関 しては､2¢3週間程度で､






Dを凋杏研究 し､和歌山大学でFDを推進する役割を担 うことになった｡それまで全 く聞いたことのないFDという














サイクルと教育｣というテ-マには程遠いの で 若 ｢の時用いもあったか､何事 も経験であるという考え方もできるL,､
FD推進のためには極めて有益であるので､思い切って担当させていただいた｡
‖甘だけではあるが､担当させていただいた講義の狙いと反省は次の通 りであるOすなわち､筆者の専門は民法で
あり､｢ライフサイクルと教育｣という科H名にふさわい ､題材とLては結婚と甜i婚があると考えた｡ しか L､受講
生のほとんどは2()歳前後であり､結婚 もしていないのに離婚などほとんど無縁なものではないかと思い､結婚とその
前段階の恋愛にスポットを当てれば受講/日こも紳昧深いものになると考えた｡そしてテーマとLては ｢男女間の トラ
ブル｣を堤,]-(したO教材として選択 した 『結婚キャンセル物語』や LFフランス家族吉田芦IlA』は､男女間の トラブルを考
えさせるきっかけであり､まず､それぞれにどんな問題が伏在 しているかを考えさせる｡次に､それらを起点として
さまざまに発展 してゆく問題に受講隼が考えをめぐらしてゆくことを期待 Lた｡その手段としてグル-プri需命を実施
Lた｡ しか し､結う紬伽 こ講義としては大失敗に終わったと考えている｡すなわち､教材の選択だけは良かったように











つかえをずっと感 じていた｡ しかし､授業を担当してからは､公開授業の苦労を少しでも共有 したという感覚からか､






3-4 平成13年度開講の経済学部専門教育科目 ｢民法 [親族 中寿目杭]｣
本科に=こおける授業改善のポイントは､第 1に､公開授業と検討会を2回実施 したこと､第 2に､マイクを使って
学/Lとのやりとりを限 り入れたこと､第 3に､インターネットのホ-ムページから教材を調達 したこと､第4に､前









業の澱後に検討会を実施するため､参加苦の集中力 ｡疲労 を 考 え れ ば､検討会の開催時ド削ま最長で70分程度が適当で
- 153一











よう努力 してきた｡また､小テス トを通 して教授晋と受講生との双方向性を確保するようにも努めてきた｡ しかL､
これ以外にも緋 しく工夫 した (せざるを得なかった)ことがある｡すなわち､公開授業のために初め て 講 義 案 (教案)













FDであり､当然若 卜の難点 も存在するのであって､それを克服するために ｢魅力ある大′封受業を研究する会｣を組




全 く異なることに注意 してほしい｡つまり､筆者は､京都大学長′TJi凄錐ぎ研究第 6号において和歌山大学の組織として
のFD活動を述べたが､本稿においてほ､＼墨真FD活動を偶人的 レベルから眺め､その中心的項目である公E制 空業 の
意義を分析 し､その結果として筆者個人の授業改善にいかに役立ったかを述べたっもりである｡
結論的に述べると､個人的には組織としてのFl⊃活動が筆者‡′i身の授業改ま引こは大いに役立った｡その有用性 をま
とめると次の通 りであるoすなわち､｢PH去｣や ｢日々のくらしと法律｣､｢民法[親族 再摘12]｣で採用 した2種類
の小テス トは､京都大′'3雄描 凄史台教授システム開発センターでの公開実験授業にヒントを得たものであるC,マイクを







しか しなが ら､組織としてのFD活動が､大学全休の授業改善に貢献 したか否かを検証することは非常に困難であ
り､自己評価することも不可能ではないかと考える｡和歌山大学FD推進委員会の内部でも評価関数を設定 しようと
いう議論 もなされたことはあるが､貝休的にどうすればよいのか模索 しているところである｡最低限いえることは､
公 開 授 業 やFDプログラムの開催などのFD活動が大学全体にインパクトを与えたことは間違いないということであ
る｡ただ､呉休的にどのような意義 用 =値があったかを提示することは1日∵の所､不~日用巨であるといわざるを得ないo
ただL､FDに関 してあまり好意的でなかった和歌t圧大学経済学部 (和歌山大学自体はFDに極めて好意的であっ
たと考えるが)がFI)委員会を設置 した｡ これは明 らかに大学 としてのFD活動に経済学郭が影響を受けたものに他
ならない｡ さしあたりの任務は､ 学部 とLて開;講‡している酬‖〕教百科巨=こおいて学姓による授業評価を実施 (大学が
開講 している基礎教育科目に関 しては以前より学桂による授業評価は実施されていた)することであるoその内容は､
以前にFD推進委員会が作成 した学生による授業評価に関する改善案をほぼそのまま踏襲 している｡すなわち､第 1
に､アンケ- トは大人数の講義に限定 して実施すべきであり､第 2に､少人数形式の授業には当該科EA‖こ応 じた評価
をすべきであり､第 3に､科【二1の独紺ノトに鑑み､語学や体育に関 しては語学や休宵の先生に検討 してもらうのが適当






ない)である｡少 し前には ｢FDはしたくない｣ と公言する教員がかなり存在 したのであるが､かなり大きな変容で
あるということができ､今後の蝦 り組みが期トljされる｡
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